
 NO2 

今 月 の ポ イ ン ト 

夏本番。プールや砂場などこの時期ならではの開放的な遊びの中で、発見や驚きを友達や

保育者と共感しあいながら、遊びの興味も友達同士のかかわりも一段と広がってきました。 

一人一人の状態をしっかり受け止め、個々に楽しい時間となってくれたらと思います。 

また、たっぷり遊んだ後は十分に体を休め、動と静の活動のバランスを考えたいものです。 

あおぐみ 

  ○プールでの約束事を知り、安全に楽しく遊ぶ。 

①入水前には、排泄を済ませる。 ②準備体操をする。 ③シャワーを十分浴びる。 

④プールサイドは走らない。 （一方通行を守って、歩いて移動する。） 

⑤心臓より遠い体の部分から水を浴びていく。 

⑥水の中で悪ふざけをしない。（飛び込まない。友達の上に乗らない。友達の足をひっぱらない。）

⑦プールから上がったら、シャワーを浴び、目洗いを十分にする。 ⑧整理体操をする。 

   ・ビート板を使って泳げるようになる。 

 ○七夕の由来を知り、願い事をしたり、笹飾りを作ったりして楽しむ。 

   ・すばるホール（プラネタリウム）で星の話を聞いたり、観たりして星に関心を持つ。 

 ○朝顔の生長を観察する。 ○梅雨の終わりから夏への自然の変化に気づく。 

   ・葉、つる、つぼみや花の形、色などを比べて楽しむ。 

  ○夏休みの過ごし方を話し合い、期待を持つ。 

 

あかぐみ 

  ○プールで楽しく遊ぶための約束事を知り守る。       

   ・青組参照                           

    ・水を怖がらずに顔が付けられるようになる。           

    ・いろいろなプール遊びを友達と一緒に楽しみ、水に親しむ。    

 ○七夕の話を聞いたり、笹飾りを作ったりして、七夕まつりを楽しむ。     

 ○一学期の終わりを知り、夏休みへの期待を持つ。 

   ・自分達の持ち物やロッカー、靴箱、保育室をきれいにする。 

    ・夏休みの過ごし方について話し合う。 

 

もも・ひよこぐみ 

○水遊びの約束を知り、水に親しみ、いろいろな遊びに喜んで参加する。 
   ・プールに入る準備や後始末の仕方を知り、できるだけ自分でする。 

   ①脱いだ服をきちんとたたむ。②濡れた頭や身体をしっかり拭く。③濡れた水着をタオルで包む。 

○みんなで笹飾りを作ったり、短冊に願い事を書いてもらったりして七夕まつりを楽しむ。 

   ○夏休み、安全に健康に過ごせるよう話し合い、楽しみに待つ。 

   ①早寝早起き。②自分のことは自分でする。③お手伝いをする。④知らない人に付いていかない。 

プール遊びのお願い 

・持ち物すべてに名前を！ 

・お家でも、水着の着脱、水着の直し方の 

練習を！ 

・お風呂の中でも顔が付けられるように！ 

・耳垢取り、爪切りを！ 


